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白板地区公民館
館報編集委員会

     （35）7740

５
月
22
日
（
日
）、

新
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

於
い
て
、
第
20
回
白

板
地
区
大
運
動
会
が

１
５
０
名
の
参
加
で

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

手
指
や
道
具
類
の

消
毒
な
ど
の
感
染
対

策
を
し
、
競
技
種
目

を
絞
っ
て
行
い
ま
し

た
。町

会
対
抗
の
綱
引

き
も
あ
り
、
み
ん
な
明
る
い

笑
顔
で
精
い
っ
ぱ
い
力
を
尽

く
し
、
楽
し
そ
う
で
し
た
。

古
民
家
を
彩
る
押
絵
雛

～
端
午
の
節
句
～ 

in
馬
場
家
住
宅

５
月
18
日（
水
）参
加
者
10
名
で
、

馬
場
家
住
宅
と
そ
こ
に
飾
ら
れ
た

押
絵
雛
の
端
午
の
節
句
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

押
絵
雛
は
、
鎌
倉
時
代
の
初
期

の
逸
話
に
関
連
し
た
も
の
な
ど
が

展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

５
月
８
日（
日
）参
加
者
24
名
で
、

畝
づ
く
り
と
マ
ル
チ
張
り
を
行
い

ま
し
た
。

６
月
４
日
（
土
）
参
加
者
22
名

で
苗
を
３
５
０
本
植
え
ま
し
た
。

子
ど
も
２
人
が
参
加
し
て
、
一
生

懸
命
植
え
て
い
ま
し
た
。

「
散
歩
の
途
中
で
成
長
の
様
子
を

宮
渕
東
町
会

　
　
　歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

６
月
25
日
（
土
）
参
加
者
12
名

で
、
内
藤
白
板
地
区
公
民
館
長
を

講
師
に
、
義
民
塚
、
城
山
の
配
水

池
、犬
甘
城
山
、泉
小
太
郎
の
祠
等
、

文
化
財
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

田
川
児
童
セ
ン
タ
ー

 

お
花
交
流
会

　

見
に
来
よ
う
ね
」
と
親
子
で
会
話

し
て
い
ま
し
た
。

７
月
３
日
（
日
）
参
加
者
22
名

で
少
し
大
き
く
な
っ
た
草
を
取
り

ま
し
た
。

計
画
で
は
あ
と
２
回
の
草
取
り

後
、
10
月
に
収
穫
、
11
月
に
焼
き

芋
大
会
に
な
り
ま
す
。

３年ぶり３年ぶり
開 催開 催

苗の植え付け苗の植え付け

マルチ張りマルチ張り

博多弁のラジオ体操第１博多弁のラジオ体操第１

天までとどけ天までとどけ

玉入れ玉入れ

綱引き綱引き

焼
き
い
も
大
会
に
向
け
て
準
備
着
々

大切に運んで　玉入れ　落とさないでネ大切に運んで　玉入れ　落とさないでネ

展示の様子展示の様子

坪庭で説明坪庭で説明

草取り草取り

義民塚からのキツイ坂を上ってひと休み義民塚からのキツイ坂を上ってひと休み
「眺めもいいネ」「眺めもいいネ」児童センター低学年28人が思い思いに活ける児童センター低学年28人が思い思いに活ける
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徳
澤
編

５
月
30
日
（
月
）、
参
加
者
11
名

で
河
童
橋
か
ら
徳
澤
ま
で
自
然
観

察
会
を
行
い
ま
し
た
。

明
神
で
は
、「
明
神
館
」
前
の
ズ

ミ
の
白
い
花
が
見
頃
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
明
神
を
過
ぎ
る
と
ニ
リ

ン
ソ
ウ
の
中
を
歩
い
て
い
る
錯
覚

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
濡
れ
る
と
透

明
に
な
る
サ
ン
カ
ヨ
ウ
が
咲
き
乱

れ
、
葉
に
光
沢
が
あ
る
こ
と
か
ら

「
鏡
」
に
見
立
て
た
イ
ワ
カ
ガ
ミ
も

咲
い
て
い
ま
し
た
。

徳
澤
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
テ

ン
ト
と
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
又
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク

ヤ
ク
や
日
本
タ
ン
ポ
ポ
に
出
合
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
日
本
タ
ン
ポ
ポ
を
初
め
て
観
ま

し
た
」

「
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
、
花
が
開

い
て
い
る
の
は
３
・
４
日
程
度
と

聞
い
て
、
本
当
に
い
い
時
に
来
た

と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

6
月
3
日
（
金
）
に
中
信
大
会

の
壮
行
会
が
あ
り
ま
し
た
。
壮
行
会

で
は
、
各
選
手
が
大
会
用
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
全
校
生
徒
に
お

披
露
目
し
、
応
援
を
受
け
ま
し
た
。

中
信
大
会
と
は
、
そ
の
名
の
通

り
中
信
地
区
の
中
学
校
が
参
加
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
が
、
週

末
の
土
曜
日
、
日
曜
日
を
使
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。
上
位
入

賞
す
る
と
、
県
大
会
、
全
国
大
会

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
、
3
年
生

に
と
っ
て
は
、
3
年
間
の
部
活
動

の
集
大
成
と
も
い
え
ま
す
。

僕
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
が
、
壮

行
会
の
他
、
ク
ラ
ス
で
選
手
に
応

援
の
寄
せ
書
き
を
作
り
、
そ
れ
を

も
ら
い
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
試
合
で
は
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
頑
張
り
ま

し
た
。
チ
ー
ム
の
皆
も
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
ま

た
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
も
ら

い
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
リ
ー
グ
戦
の
上
位

に
入
れ
ず
、
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
や
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
反
面
、
ま
だ
練
習
で
き
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
悔

い
も
残
り
ま
し
た
。

次
の
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き

た
部
活
の
皆
に
は
、
悔
い
な
く
最

後
ま
で
全
力
で
戦
っ
て
き
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　不
審
者
侵
入
訓
練

6
月
13
日
（
月
）
に
不
審
者
侵
入

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
内
に
不
審
者
が
侵
入
し
て

き
た
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る

か
、
と
い
う
訓
練
で
、
短
時
間
で
し

た
が
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
。

不
審
者
侵
入
を
知
ら
せ
る
放
送

が
入
っ
た
と
き
、
各
教
室
で
は
鍵
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
出
入
口
に
机
で

バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
ま
す
。
侵
入
さ

れ
た
教
室
の
生
徒
は
先
生
が
さ
す
ま

た
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
間
に
、
鍵

の
か
か
る
管
理
棟
に
避
難
し
ま
す
。

訓
練
終
了
後
は
、
訓
練
中
の
映
像

な
ど
を
使
っ
て
反
省
会
を
し
ま
し
た
。

実
際
に
あ
っ

て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す

が
、
今
回
の

訓
練
を
踏
ま

え
、
い
ざ
と

い
う
と
き
落

ち
着
い
て
行

動
で
き
る
と

良
い
で
す
。

治
自

の
鐘

治
自

の
鐘

校
学
中
内
ノ
丸

㉓

寄
贈
さ
れ
た

マ
ッ
チ
棒
で
製
作
の
松
本
城
　

上
高
地
自
然
観
察
会
を
、
明
神

編
、
徳
澤
編
、
大
正
池
編
に
分
け

て
行
い
ま
し
た
。
内
藤
館
長
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

明
神
編

５
月
24
日
（
火
）、
参
加
者
13
名

で
河
童
橋
か
ら
明
神
ま
で
自
然
観

察
会
を
行
い
ま
し
た
。

上
高
地
の
名
前
の
付
い
た
カ
ミ

コ
ウ
チ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
を
発
見
。

又
、
ハ
ー
ト
の
葉
っ
ぱ
が
特
徴
的

な
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
、
葉
っ
ぱ
を

め
く
る
と
根
元
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

「
知
ら
な
い
と
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
」「花

は
地
味
で
目
立
た
な
い
ね
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

明
神
に
近
づ
く
と
ニ
リ
ン
ソ
ウ

が
咲
い
て
い
て
緑
ニ
リ
ン
ソ
ウ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

晴
れ
の
一
日
で
た
く
さ
ん
の
花

に
出
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
正
池
編

６
月
３
日
（
金
）、
参
加
者
14

名
で
、
人
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
の
釜
ヶ
淵
堰
堤
を
見
学
し
た
後
、

大
正
池
か
ら
河
童
橋
の
自
然
観
察

会
を
行
い
ま
し
た
。

ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
マ

イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ

等
が
咲
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

田
代
池
で
は
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

や
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
白
い
花
の
ウ

ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
を
観
る
こ
と
が
出

来
て
良
い
季
節
に
訪
れ
た
と
感
激

し
ま
し
た
。

ウ
エ
ス
ト
ン
碑
か
ら
河
童
橋
に

向
か
う
梓
川
右
岸
で
日
本
タ
ン
ポ

ポ
に
出
合
う
こ
と
が
出
来
、
良
い

自
然
観
察
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
上
高
地
も
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
が
多

く
な
っ
て
、
日
本
タ
ン
ポ
ポ
に
出

合
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
感
動
し
た
」
と
館
長
が
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
高
地

　自
然
観
察
会

　中
信
大
会
壮
行
会

ウスバサイシンとマイヅルソウウスバサイシンとマイヅルソウ

ヤマシャクヤク　徳澤園前庭にてヤマシャクヤク　徳澤園前庭にて

エゾタンポポ（日本タンポポ）エゾタンポポ（日本タンポポ）


